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3 作業種ごとに安全作業マニュアルを作る。

10 ヘルメットの使用期限を確認して、ヘルメットに明示する。

7
ヒヤリハットがあればその日の作業後に報告し、危険予知

（KY)を全員で共有する。

8
各自が作業に関する改善目標を毎週立てて、全員に見え

る化する。

9

携帯式救急セットを各自携行するとともに、車には救急箱

を用意する。蜂や毒虫対策にポイズンリムーバーを携行

し、蜂アレルギー者にはエピペンを携行する。

4

作業者の服装が適切かどうか(ヘルメット、防振手袋、防護

ズボン、イヤーマフ、保護網、あご紐、靴等)、ドレスコードを

作って作業者同士で確認し合う。

5
労働災害発生対応と緊急連絡体制を作り、全員に周知す

る。

6
現場ごとに救急車とのランデブーポイントを消防署と決め

ておく。

1
チェックリストを使って、始業前のツールボックス・ミーティン

グの確認を行う。

2
スマホによる作業日報管理システムを使って、日報の記録

と管理の自動化を行う。
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伐木作業の安全手順

1. 伐倒する立木の状態を確かめて、伐倒方向を定める。

2. 樹冠の偏り、樹幹の傾き、ツルがらみの有無、樹幹の枝分かれ、風向きな
どに注意を払う。

3. 伐倒木周囲の草木を刈り払い、枝を取り除くなどして、安定した足場を確
保する。

4. 退避箇所を選定して、速やかに退避できるように整え、指さし確認する。退
避箇所ヨシ。

5. 伐倒方向に障害物がないこと、人が立ち入らないことを確認して、指さし確
認する。伐倒方向ヨシ。

6. 樹冠の状態をよく見て、伐倒可能であることを確かめて、指さし確認。上方
ヨシ。

7. 受け口は下切りと斜め切りの終点が一致するように切る。

8. 受け口が完成したら、方向を確かめて、指さし確認。受け口ヨシ。

9. 合図をしてから、追い口を切り始める。

10.伐倒が完了したら、木の安定を確認してから、完了の合図をする。
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19
伐倒の基礎技術を身につけるために、伐倒作業シミュレー

ターによる練習を行う。

20 伐木作業の技能評価を定期的に行う。

18

伐倒前の上方、周囲、退避路の確認のポイントを身につけ

るために、危険作業体験VRシミュレーターを使って擬似体

験させる。

15 夏場の現場作業での熱中症を防ぐために空調服を使う。

16
パワーアシストウェアを使って重筋労働の負担を軽減す

る。

17
作業に必要なノウハウや安全のポイントを表示するインテ

リジェントヘルメットを初心者指導に導入する。

14
林業安全ゲームを使って、年代を超えた職場内のコミュニ

ケーションを改善する。

11
作業員間と機械オペレーターとの連絡は、ハンズフリー双

方向無線機で行う。

12
他発による巻き込まれ事故を防ぐために、また危険箇所の

認知のために、近接警報装置を使う。

13
携帯が通じない不感地域の通信環境を改善するために、

衛星通信等を導入し、安全性と生産性の向上を図る。

会合線が合う

つる幅

追い口面の水平

受け口面の水平

受け
口深
さ

追い口高さ

追い口高さ

受
け口
角
度
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26
スイングヤーダーが集材作業中に転倒しないように、転倒

警報装置を取り付ける。

27
作業員の負担軽減と安全性向上のために、架線集材に繊

維ロープを利用する。

23 車両系集材機械にドライブレコーダーを取り付ける。

24
フォワーダの転落防止のため、集材路の見づらい箇所等

にはポール等で目印をつける。

25
油圧集材機と架線グラップルでリモート作業を行い、安全

性と省力化を図る。

21

滑落や転落の恐れがある場所や放置されているかかり木

の周囲等の危険箇所に、トラテープを張って目立つように

する。

22
機械オペレーターの転落防止と労働環境改善のため、密

閉式キャブのフォワーダを使う。

28
電動クローラ型一輪車を使って、植栽用の苗木や鹿防護

柵の資材を運搬する。

29
大型ドローンを使って、植栽用の苗木や鹿防護柵の資材を

運搬する。

30
通信設備を搭載した林業用ビークルを通勤や休憩に使い、

緊急時の連絡にも活用する。
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